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2008 秋 プロジェクトマネージャ 総合実力診断模試 講評と採点基準 

2008 年 8 月 25 日 (株)アイテック 商品開発本部 

 

■全体講評 

全体的にあまり正答率は高くありませんでした。設問の

意図が分かりにくい問題が多かったのが原因だと思います。

しかし，設問で問われている内容と異なる観点からの解答

をして，不正解になっている人も多くいました。午後Ⅰで

は，設問の意図と合わない解答は絶対に正解になりません

ので，設問を注意深く読む習慣は必ず身に付けるようにし

てください。 
今回の出題のもう一つの特徴は，法律などに関する一般

的な知識で答える設問が多かった点です。これに関しても，

正答率はあまり高くありませんでした。下請代金支払遅延

等防止法の内容やブリッジ SE の意味などは，やはりプロ
ジェクトマネージャとして，しっかり理解しておかなけれ

ばならないでしょう。 
 
問１ プロジェクトのセキュリティ管理 

 プロジェクトのセキュリティ管理に関する問題です。一

般論で答える設問が多く，セキュリティや機密保持契約に

関する基本的な知識が必要とされる内容でした。これらの

知識は，プロジェクトマネージャにとっては必須なので，

解けなくてはいけない問題だと思います。 
［設問１］ 

 設問に「クレーム内容に対する個別の対応を進めるだけ

でなく」と書かれているので，個別の問題を取り上げるの

ではなく，プロジェクト運営の立場からの総括的な質問を

挙げなくてはいけないことが分かります。しかし，多くの

受験者が個別の問題を取り上げて，不正解となっていまし

た。 
 機密保持契約の締結内容を挙げている解答もありました

が，これは設問３で別途取り上げているので，設問１で取

り上げるのは不適当としました。 
 また，セキュリティ面からの C社の要求内容を挙げた解
答もありましたが，これは正解としました。 
［設問２］ 

 問題文にヒントが明確に書かれているので，ほとんどの

人がとらえるポイントは合っていました。しかし，脅威と

リスクが明確に書き分けられていないために不正解となっ

た人が非常に多くいました。脅威は，システムに直接被害

をもたらす行為を書き，リスクにはその脅威からもたらさ

れる情報資源の損失を述べなくてはなりません。 
 脅威としては，不正アクセス，顧客データ持ち出しとい

う観点で書かれていれば正解としました。リスクとしては，

漏えい，改ざんおよび不正使用という観点で書かれていれ

ば正解としました。 
 本番稼働中のデータを使用している点について述べた解

答も多くありましたが，これは結合試験環境の問題ではな

いので，不正解としました。 
［設問３］ 

 略語については，多くの人が解答できていました。契約

を結ぶ意義については，いろいろな解答がありました。特

に，N社の立場については，次のような解答が多くありま
した。これらについても正解としました。 
・機密を守る姿勢を明確にして顧客の信頼を獲得する。 
・自社の責任範囲が明確になり，訴訟リスクなどが軽減さ

れる。 
 また，N社が自社の情報の漏えいを防ぐことができると
いう観点からの解答も多くありましたが，設問には「相手

から提供された機密情報を外部に漏らすことのないように

企業間で交わす」と書かれているので，観点がずれている

ということで不正解としました。 
 C社の立場については，N社の責任を明確にし，N社か
らの情報漏えいのリスクを軽減するという趣旨の解答も正

解としました。 
 
問２ 開発プロジェクトの外部委託 

 外注管理に関する問題です。下請代金支払遅延等防止法

に関連する設問が含まれ，法律に関する知識の有無によっ

て得点に大きな開きが出たと思われますが，プロジェクト

マネージャにとっては，当然知っていなければならない内

容ですので，確実に身に付けるようにしてください。 
[設問１] 

 設問の趣旨が非常に分かりにくいので，解答のポイント

がずれている解答が多くありました。なぜ予算が苦しい中

で十分な予算措置をとったのかということを疑問に感じる

ことができれば，開発技術に関する観点から解答できたと

思われます。 
[設問２] 

法律名は，「下請法」，「下請代金支払遅延防止法」という

解答が非常に多くありました。「下請法」という略称は，間

違いではありませんが字数が 15字ということを考慮して，
正式名のみを正解とし，これらの解答は 3 点としました。
「不適切な点」としては，開発ツールの購入の強制を挙げ

た解答が非常に多くありましたが，機能の優位性を確認し

た上で購入しているので，必ずしも強制ではないと判断し

ました。 
 

合格への本当のノウハウ！ 
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［設問３］ 

 要件定義は顧客に参加してもらうのが基本です。解答と

しては，要件定義に B社に参加してもらうということが書
いてあれば正解としました。要件定義以外の工程のレビュ

ーを挙げた解答も多くありましたが，やはり重要なのは要

件定義なのでこの解答は 5点としました。また，B社のレ
ビューということを明示せず単にレビューを行うという表

現の解答も５点としました。 
 
問３ システム開発における品質管理 

 品質管理に関する問題です。品質管理に関する基本的な

知識が問われる問題ですので，品質管理の原則に従って，

考え過ぎずに素直な解答をしていくことが重要です。 
[設問１] 

 多くの人が，①～③は正解でした。④，⑤については，

設計バグ数と製造バグ数を挙げている人が多かったのです

が，これでは予定バグ数との対比が出来ないので，不正解

としました。また，⑤については，バグの発生率を挙げて

いる人も多くいましたが，これは品質管理という観点から

適切な管理指標と考えられるので，正解としました。 
[設問２] 

 工程として詳細設計を挙げていた人も多くいました。可

能性としては，詳細設計も考えられますが，詳細設計は開

発経験のある N社が担当しているのに対し，プログラム設
計は N 社の開発プロジェクトに初めて参加する C 社のメ
ンバによって行われていることを考慮すれば，プログラム

設計の不備の可能性の方が高いと考えられます。 
 また，イベントは N 社から C 社への業務の引き継ぎな
どを挙げている解答も多くありましたが，ここでは一番重

要なイベントを挙げるということで，プログラム設計書レ

ビューだけを正解としました。 
 また，その内容としては，詳細設計書との整合性を主体

に記述した解答を正解としました。単に内容のチェックを

行うなどの解答は 2点としました。 
［設問３］ 

 多くの人が質問の内容は解答できていました。しかし，

理由については，非常に多くの人が単純にシステムを修正

した場合には既存機能テストが必要だという解答をしてい

ました。ここではやはり，問題文の「開発規模から換算し

てテスト項目は十分である」という記述を捉えて解答する

必要があります。 
 
問４ 海外の協力会社との分散開発 

 中国のソフトウェアハウスを利用したオフショア開発に

関する問題です。この問題も問題文に明確なヒントがある

わけではなく，一般的な知識を主体に解答する問題でした。

それだけに，オフショア開発に関する知識があまりない人

には解答しにくい問題でした。しかし，プロジェクトマネ

ージャとしては，オフショア開発に関する知識は今後必須

だと考えられますので，基本的な事項は押さえておくよう

にしてください。 
[設問１] 

 プログラム製造工程に関しては，多くの人がプログラム

製造工程を挙げていました。もう一つの工程に関しては，

結合試験工程のほかに，プログラム設計工程や総合試験工

程を挙げている人も多くいました。リスクについては，品

質の問題だけを挙げていて，設問の「工数見積りにおいて」

という指定から外れた解答が多く見受けられました。品質

について述べても構いませんが，それと工数を結びつける

部分の記述がない解答は不正解としました。対策について

は，解答例のほかに，生産性の見直しの観点からの解答も

正解としました。 
[設問２] 

 設問の趣旨が分かりにくく，正答率は良くありませんで

した。翻訳チームを挙げた解答も多くありましたが，これ

は品質改善につながるので，内容に応じて各 2点としまし
た。また，ブリッジ SE を挙げた解答もありましたが，こ
れは設問３と重複しますので，不正解としました。 
 役割については，テストを行うなどの解答もありました

が，品質管理者の役割はテストを行うことではなく，テス

トが適切に行われていることをチェックすることですので，

不正解としました。 
[設問３] 

 ブリッジ SE という言葉は，多くの人が解答できていま
した。期待される内容については，いろいろな解答があり

ました。解答例のほかに，以下のような内容も正解としま

した。 
・日本，中国の間の文化の違い，考え方の違いを理解し，

双方のコミュニケーションの円滑化に寄与する。 
・開発の進捗の度合いや，開発上の問題点を正確に伝達し，

問題解決に貢献する。 
 

以上 
 


